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上肢機能評価を目的としたスクリーニングテストの有用性
Usefulness of the Screening Test for Upper Extremity
Ⅰ．背　景
　スポーツ現場では，競技者のコンディショ
ンを簡便に評価する手法として，様々なフィ
ールドテストが活用されている1, 2）。フィー
ルドテストは，簡便かつ簡潔に測定が可能で
あり，特殊な測定機器を要しない点で優れて
いる。また，テスト結果が定量的であるこ
とから，選手間の比較や経時的変化を分析す
ることが容易な点も，スポーツ現場で汎用的
に使用される要因である。Triple hop test，
side hop test3）などに代表される下肢のパワ
ーや敏捷性などの機能評価をターゲットとし
たフィールドテストは数多く報告されている
ものの，上肢機能の評価を目的としたフィー
ルドテストは少数である。投動作やスパイク
動作などのオーバーヘッドアクティビティを
伴う競技者において，上肢機能の評価はコン
ディションや外傷・障害のリスクを把握する
上で重要であるが，これらを評価するフィー
ルドテストは下肢と比して十分に確立されて
いないのが現状である。
　近年，上肢の簡便なフィールドテストとし
てThe upper quarter Y balance test（以下
YBT-UQ）が活用されている4, 5）。YBT-UQは，
片側上肢の腕立て伏せ肢位から３方向へリー
チ動作を行うテストであり，体重を支持する
上肢の筋力および柔軟性をスクリーニングす
ることが目的とされている。本テストに関して
は，課題である３方向のリーチ距離にいずれも
高い再現性があることが報告されており6），筋
力4），性差7），競技特性5）の影響についても検
討されている。YBT-UQは上肢の機能評価と
して簡便性や再現性に優れており，スポーツ
現場で徐々に普及が進んでいるテストである。
　しかしながら，YBT-UQでは片側上肢で
自体重を支えることが求められるため，強度，
難易度が共に高く，競技者の体力レベルによ
っては，規定された肢位を保つことが難しい。
また，先行研究では，３方向を各３回計測し
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）北翔大学大学院生涯スポーツ学研究科
３）札幌医科大学大学院保健医療学研究科
吉 　 田 　 昌 　 弘１） 山 　 下 　 泰 　 功１）
Masahiro YOSHIDA Hirokatsu YAMASHITA
野 　 村 　 勇 　 輝３） 中 　 島 　 千 　 佳２）
Yuuki NOMURA Chika  NAKAJIMA
石 　 川 　 　 　 凌２） 吉 　 田 　 　 　 真１）
Ryo ISHIKAWA Makoto YOSHIDA
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要　第10号114
た平均値をデータとしたものが多く，試行回
数が多いことが被検者の負担となると考え
られる。Saloらは，先行研究により上肢の疲
労がYBT-UQに与える影響を検討しており，
疲労によりリーチ距離が低下することを明ら
かにした8）。YBT-UQは再現性，簡便性に優
れているものの，先行研究でも示されている
通り，疲労の影響を考慮する必要があると考
えられる。したがって，測定方法を簡素化す
ることで，幅広い体力レベルの対象者へ広く
用いることが可能となるため，スポーツ現場
でより汎用性を高めることが期待できる。
　本研究の目的は，簡便な上肢機能のスクリー
ニングテスト確立のため，The upper quarter 
Y balance testを簡素化したModified upper 
quarter Y balance test（ 以 下，M-YBT-UQ）
の再現性および投球側・非投球側の差を明ら
かにすることとした。
Ⅱ．方　法
　対象は，某大学硬式野球部に所属する投
手14名（19.9±0.9歳，176.1±5.5cm，73.3±
6.8kg，平均±標準偏差）とした。包含基準は，
測定時に上肢の現病歴がなく，競技に全て参
加可能であることとした。上肢に疼痛や違和
感等の症状を有する者および上肢に手術歴の
ある者は除外した。
　片側上肢の機能評価をターゲットとした
スクリーニングテストとして，The upper 
quarter Y balance testを 一 方 向（ 外 側 方
向）のみ計測するModified upper quarter Y 
balance test（以下，M-YBT-UQ）を実施した。
M-YBT-UQの動作課題は，テストキット上
図１．ModifiedupperquarterYbalancetestの開始肢位
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で肩幅腕立て伏せ肢位を取り，片側上肢で支
えた状態から，対側上肢で水平内転方向へリ
ーチ動作を行い，開始肢位まで戻ることと規
定した（図１，２）。本テストでは体重を支え
る軸となる側をテスト側とした。被験者へは，
リーチ中に上肢リーチ距離測定用のスライド
ボックスを測定側の指尖部で押すよう指示し
た。スライドボックスの移動した距離を上肢
リーチ距離と規定し，１cm単位で記録した。
測定は投球側および非投球側の両側実施し，
測定回数は各側３回とした。リーチ後に開始
肢位に戻ることができなかった場合や，測定
側の手部がスライドボックスから外れ接地し
た場合は不可とし，再度測定を実施した。ま
た，上肢リーチ距離を上肢長により正規化す
るため，巻尺を用いて上肢長を測定した。
　投球側および非投球側における再現性を級
内相関係数（ICC）を用いて算出した。また，
投球側および非投球側における上肢リーチ距
離，上肢長で正規化したリーチ距離（以下，
％LL）を対応のあるt検定を用いて比較した。
統計学的解析にはSPSSを用い，有意確率５
％未満を統計学的に有意とみなした。
Ⅲ．結　果
　M-YBT-UQにおける上肢リーチ距離の級
内相関係数は，0.95（95％信頼区間: 0.97 - 
0.98）であり，高い再現性が認められた。ま
た，上肢リーチ距離は投球側支持で55.4 ± 
6.5 cm，非投球側支持で60.6 ± 6.3 cmであ
り（表１），非投投球側支持で有意に大きか
った（p=0.006）。また，上肢長で正規化した
リーチ距離（％ LL）は投球側で94.6 ± 11.0 
図２．ModifiedupperquarterYbalancetestのリーチ動作
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％，非投球側で100.9 ± 9.0 ％であり，非投
投球側支持で有意に大きかった（p=0.010）。
Ⅳ．考　察
　M-YBT-UQの運動課題は，片手支持の腕
立て肢位における上肢リーチ動作であり，軸
側（テスト側）上肢の安定性が円滑な動作遂
行に関わると考えられる。したがって，テス
ト側の肩甲骨および肩関節周囲筋の筋力や協
調性もテスト結果に反映される要因であると
推察される。さらに，リーチ側の十分な肩関
節水平内転可動域が必要である。先行研究で
用いられているYBT-UQは，体幹と肩甲骨の
安定性を高めながら，軸側のバランスを失う
ことなくリーチ動作が可能かを評価するテス
トと定義されており，動作の遂行には上肢の
閉鎖性運動連鎖（Closed Kinetic Chain）を
円滑に行う能力が求められる。本研究のテス
ト課題は，リーチ方向が１方向のみである点
がYBT-UQと異なるものの，YBT-UQと同
様の機能が評価可能であったと考えられる。
　本研究におけるM-YBT-UQの級内相関係数
は高く，本テストが再現性の高いテストであ
ることが明らかとなった。先行研究では，本
テストと類似した運動課題であるYBT-UQ の
再現性が検討されている。Gormanらによる
と，YBT-UQの３方向（Medial, Inferolateral, 
Superolateral） お よ び ３ 方 向 の 平 均 値
（composite）のICCは0.80-0.90と高く，本テ
ストが再現性に優れると結論づけている6）。
本研究においても，先行研究と同程度の再現
性が認められ，M-YBT-UQの有用性を確認
することができた。また，従来のYBT-UQ
では，３方向を各３回測定する必要があった
が，M-YBT-UQでは１方向のみとしたため，
疲労の影響も最小限であったと推察される。
さらに，測定時間に関しても，M-YBT-UQ
はYBT-UQと比較して短時間で計測するこ
とができたため，フィールドで簡便に測定可
能であると言える。以上より，M-YBT-UQ
は上肢機能のスクリーニングとして有用性に
優れた評価手法であると考える。
　本結果により，M-YBT-UQにおける上肢リ
ーチ距離は非投投球側支持で有意に大きいこ
とが明らかとなった。先行研究では，YBT-
UQにおける左右差および投球側の影響に関
して報告されているが，研究間により結果が
異なり，共通見解は得られていない5）。また，
YBT-UQの結果に関連する因子についても
散見されるものの，十分に明らかにされてい
ない。本研究で非投球側支持でのリーチ距離
が大きかった要因として，支持側の肩甲帯の
安定性および肩関節水平内転の可動性，リー
チ側への体幹回旋可動性が挙げられる。これ
らの要因の内，体幹可動性については，先
行研究でオーバーヘッド動作を伴う競技者
における投球側の特徴が明らかになってい
表１．Modified upper quarter Y balance testの結果
支持側
投球側
（平均値±SD）
非投球側
（平均値±SD）
pvalue
リーチ距離 55.4±6.5cm 60.6±6.3cm p＝0.006
％ LL 94.6±11.0％ 100.9±9.0％ p＝0.010
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る。Matsuiらは9），高校野球選手を対象に体
幹回旋角度を計測した結果，非投球側への回
旋角度は投球側と比較して大きいことを明ら
かにした。同様に，藤井ら10）は，野球，バ
レーボール選手を対象に体幹回旋制限の有無
を評価した結果，制限が認められた例はいず
れも投球側への回旋制限であり，非投球側へ
の回旋角度が大きい結果であったことを報告
した。これらの先行研究が示す様に，本研究
の対象となった野球選手でも非投球側への回
旋角度が大きかった可能性があり，体幹の回
旋量がリーチ距離に影響を与えたと考えられ
る。したがって，M-YBT-UQには肩関節の
柔軟性や動的安定性に加え，体幹の回旋可動
域も反映されたと考える。
　本研究は，投球側と非投球側の上肢リーチ
距離を比較したものであり，テスト結果に関
与する因子を分析するには至らない点が，本
研究の限界である。今後は，テスト動作中の関
節角度や筋活動を計測し，テスト結果に影響
する因子の詳細を検討することが課題である。
Ｖ．結　論
　簡便な上肢機能のスクリーニングテスト
確立のため，The upper quarter Y balance 
testを 簡 素 化 し たM-YBT-UQの 再 現 性 お
よ び 投 球 側・ 非 投 球 側 の 差 を 検 討 し た。
M-YBT-UQは高い再現性を有していた。ま
た，M-YBT-UQのリーチ距離は非投球側支
持で有意に大きいことが明らかとなった。
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